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居宅介護支援事業所豊川彩幸 利用料金 

 
＜サービス利用料金＞ 
居宅介護支援に関するサービス利用料金について、事業者が法律の規定に基づい

て、介護保険からサービス利用料金に相当する給付を受領する場合（法定代理受領）

は、ご契約者の自己負担はありません。 
但し、ご契約者の介護保険料の滞納等により、事業者が介護保険からサービス利

用料金に相当する給付を受領することができない場合は、下記（１）の金額をお支

払いただきます。 
 

（１）利用料金                          （1 月当り） 
料金 要介護 1～2 要介護 3～5 

１ ①居宅介護支援費Ⅰ 
②居宅介護支援費Ⅱ 
③居宅介護支援費Ⅲ 

1,057 単位 1,373 単位 
 529 単位 686 単位 

317 単位 411 単位 

２ 特定事業所加算Ⅲ 300 単位 
３ ①入院時情報連携加算Ⅰ 

②入院時情報連携加算Ⅱ 
200 単位 

100 単位 
４ ①退院・退所加算（Ⅰ）イ 
  ②退院・退所加算（Ⅰ）ロ 

③退院・退所加算（Ⅱ）イ 
④退院・退所加算（Ⅱ）ロ 
⑤退院・退所加算（Ⅲ） 

450 単位 

600 単位 
600 単位 
750 単位 

900 単位 

５ 小規模多機能型居宅介護事業所 
連携加算 

300 単位 

６ 初回加算 300 単位 

７ 看護小規模多機能型居宅介護事業所連

携加算 
300 単位 

８ 緊急時等居宅カンファレンス加算 200 単位 

９ ターミナルケアマネジメント加算 400 単位 
※１の①～③の料金については事業所の介護支援専門員の取扱い件数により以下の 
ように異なります。 

①取扱い件数が 40 件未満 
 



②取扱い件数が 40件以上である場合において 40件以上 60件未満の部分

について算定 
③取扱い件数が 40件以上である場合において 60件以上の部分について算    
 定 

※２はすべての方が対象になります。 
※３は、病院又は診療所に入院する際に、当該機関へ必要な情報を提供した場 

合に以下区分により、加算されます。 
①は、病院又は診療所に入院してから 3 日以内に情報提供をした場合 
②は、病院又は診療所に入院してから 4 日以上 7 日以内に情報提供をした 
場合 

☆居宅介護支援の提供開始に当たり、医療機関と円滑な連携が行えるよう、 
入院時に担当介護支援専門員の氏名等を入院先の医療機関にお伝え頂き 
ますようお願い致します。 

※４は、退院等にあたり、病院等の職員と面談を行い、必要な情報の提供を 
受け、居宅サービス計画を作成し、居宅サービス等の利用に関する調整を 
行った場合、入院又は入所期間中に 1 回を限度として加算されます。 
 病院等の職員から、必要な情報の提供を以下の方法により受けた場合 
 ①カンファレンス以外の方法により 1 回受けている場合 
 ②カンファレンスにより 1 回受けている場合 
 ③カンファレンス以外の方法により 2 回以上受けている場合 
④2 回受けており、うち 1 回以上はカンファレンスによる場合 

※５は、小規模多機能居宅介護へ移行する際に、必要な情報を提供した場合に 
加算されます。 

※６は、新規に居宅サービス計画を策定した場合及び要介護状態区分の２段 
階以上の変更認定を受けた場合に加算されます。 

※７は、看護小規模多機能型居宅介護事業所を利用される場合に必要な情報を 
提供した場合に加算されます。 

※８は、病院等の求めにより、医師等とともに居宅を訪問し、カンファレンス 
を行った場合に、月に２回を限度として加算されます。 

      ※９は、在宅で死亡した利用者（末期の悪性腫瘍の患者に限る。）に対して、

その死亡日及び死亡日前 14 日以内に 2 日以上、利用者又はその家族の同意

を得て、当該利用者の居宅を訪問し、利用者の心身の状況等を記録し、主治

の医師及び居宅サービス計画に位置付けた居宅サービス事業者に提供した

場合に加算されます。 
 
 



☆１のいずれかの額に２及び３～９の加算額（対象分のみ）を合計した額に単価 
10.21 円を乗じた額が、別途必要となります。 

 

（２）交通費 
通常の事業実施地域以外の地区にお住まいの方で、当事業所のサービスを利

用される場合はお住まいと事業所との間の交通費として、下記料金をいただき

ます。 
           対象実施地域を越えた地点より片道１０ｋｍ未満１００円、片道１０ｋｍを

超え、その距離が１０又はその端数を増すごとに１００円増しとする。 
 


